
H17.6.24 第 5 回委員会

資料 -6

沼川数地占用許可準則の一部改正について〈概要版)

占用施設等 

(1)類型の追加・修正(準則第七〉 

① 濁川空間を活用レたまちづくり又は地域づくり lこ資する施設

・便所、休憩所、ペンチ、水飲み揚、:tE l亘等の親水施設〈単独施設)

・売店(周辺に商業施設が無く、地鼠づくりに資するちめに限る。)

.防犯灯

[遊歩道一水施設 、 
-j司川上空の通路、テラス等の施設で病院、学校、社会福祉施設、市街地開発|

事業関連施設等との連結又は周辺環境整備のために設置されるもの 1

・地下に設置する道路、公共駐車場 ノ 

② 地域防災活動に必要な施設

・防災用等ヘリコブター離発着揚又は待機施設

.防災窟庫その他防災活動のために必要な施設

(・水防窟庫その他水防活動のために脳裏な施設 
③ 沼川に関する教青及び学習又は環境意識の啓発のために必要な施設 

-j司川教育・学習施設

・自然観察施設

・沼川維持用具等窟庫 

(2)	 既容の類型において例示を追加するちの(準則第七) 

① 公共世又は公益性のある事業又は活動のために沼川叡地を利用する施設

・公共基準点、地名標識、水位観測施設その他これらに類する施設 

②	 沼川水面の利用の向上及び適正{じに資する施設

-荷揚場、〈通路を含む。〉

・料金所、待合所、地名表示、観光案内板〈公共船着揚と一体となるちので可搬

式等の治水」二問題のないちの〉 

③	 住民の生活又は事業のために設置が脳裏やむを得ないと認められる施設

.いけす

く 3 〉 E克容の類きさにおいて例示を削除するもの〈準則第七〉

-モトクロス揚 

(4)	 占用主体の改正(準則第六〉

船舶上下架施設(斜路をさむ。)については、水面利用協議会等が設置されていな

い揚合に限り、地元市町村の同意を得で当該施設の整備を行う者ち占用主体として

.認めることとする。



2 制度等の政正点 

(1)市町村意見聴取の対象の適正化〈準則第五〉

現行準則上はすべての施設を対象としているが占用対象施設等によっては脳すし

ち一律の取り扱いが適切でないちのちさまれているため、次のちの lごついては意見

隠取を不要とすることがでさることとし、準則第五第 2項に「原則とレて、」を追加

する。

・公共公益施設(道路文は鉄道の橋梁、トシネル、水道管、下水道管等〉で占用

を継続するちの

・住民の生活のために設置がやむを得ない通路又は階段等〈無接遭遇路ヌは階段〉

軽微なちの 

(2)	 景観法に対する対応について記載(準則第十一〉

準則第十一第 2項とレて、以下を追加。 

r)'古川穀地の占用は、景観法〈平成 1 6年法律第 1 1 0号〉に基づく景観行政団体
が景観計画に法 24条の許可の基準を定めた揚合には、当該計画に定める基準に沿

ったちのでなければならない。 J 

(3)	 一時的な占用の許司について規定を追加(準則第十五〉

準則第十主に以下を追加。

「ただレ、一時的な占用の許可については、これを同一の内容の占用について繰り

返レ許可することにより継続して占用することになるなど、この準則第六及び第七

の規定の趣旨に反する許司をレてはならない。」 

(4)	 包活占用許可制度の改善〈準則第+六ほか〉 

①	 包括占用許可対象範囲を市町村だけでなく、都道府県や公益活人その他これら

に準ずる蓄に広げる。 

②	 包括占用の目的 lζ適合する，駐車場、売店については、包括占用区域のレイ?ウ

トの中で自由に配置することを認める。 

③	 包活占用許可を受けた公的団体力l't)司川に関する特定非蛍利活動法人に包活占用

区域の一部を使用させる場合には、ベンチ、花壇等の設置に限るちのとする。 

④	 包活占用区域内の工作物の設置を伴わない等の一定のイベント利用等について、

地方公共団体等の包活占用者がその利用を認めることができる範呂を明確にする。 

(5)	 社会実験 lこついての根拠条項を設定(附則〉

附則とレて、以下を追加。

「この準則にかかわらず、社会経済状況等の変{じに柔軟かつ迅速に対応レて、かつ

地域の持J陸に即して沼川叡地占用許司準則を運用することを可能にするため、別途

定めるところlこより、社会実験を行うことがでさることとする。

この実験の結果については、適切に評価を行い、その結果をこの準則に反映させ

るちのとする。 J 



濁川敷地占用許司準則新 18苅照表 

j司J. II敷地占用許司法則(新J lQf川敵地占問許司準則〔旧) [平成 -Ii 年8用58 建設事務次官遇選]

第一軍縮則第一宣言 総則

(目的〉

第一この準則は、沼川が公共同仰であることにかんがみ、治水、利水。及。可翠箆仁係る

〈目的〉

。第一 この準則は、酒川が公共同吻tあることにかんがみ、治水、利水及びI卸売に係る

本来の鵠iSEが総合的かつ十分lご維持され、良好なEi境の保全と適正な利用が図られる 本来の機能力t総合的かつサー治!こ維持され、 1良好なI器境の保全と適正な利用が図られる

ょう、酒川政地の占用の許可|乙係:る基準等を定め、地域の意向を踏まえつつ適正な沼 ょう、酒川部地の占用の許司に係る基準等査定め、地域の;志向を踏まえつつ適正な沼

川管理を推進することを目的とする。 川管理を躍進することを目的とする。

(定義)

第二 この準則において「沼川恕地」とは、酒Jl I法〈昭和 39年法律語 -167号。以下
(定詰〉

第二 この準則において「溜川敵地」と lei:、濁川法(昭和 39年法律第 -167号。以下

「法」という。〉鈍 6条第 1 項の IQJ川区蹴内の主地 OQf川管理者以外の蓄がその権原 「法」という。〉第 6条第'IX頁の沼川区域内の土地(沼川管理者以外の者がその権原 

lこ基づき管理g-る主地を除く。〉をいう。 に基づき管理する土地を除く。〉をいう。 
2 この準則において「占周の許苛」とは、法第 24条の許司をいう。 2 この準則において「占悶の許司」と la:、法第 24条の許司をいう。 

r、。 この準則において「出用施設」とは、占用の~!r:司の目的である施設をいう。3 この準則において「占用施設」とは、占周の許可の目的である施設をいう。 

(占用許司の事続) 

§f~三 占問。の許司に闘する手続は、苛政手続法〈浮成 5年法律第88号)に定めるとこ
〈占用i:j!F司の手続〉。

第三 占用の許司に関する手続は、苛政手続法問〈平成 5年法律第 88害〉仁定めるとこ

ろにより、適正に苛なわな lづればならない。 ろにより、適正lこ行なわなければならない。 

〈適用除外〉

第四 この準則 l弘法第 23奈の水利使用の疋めにする濁川劉地の占用!こ弘、適用しな
(1m用除外〉

第四 この準則は、a 法第 23条の水利便悶のためにする沼川蹴地の占用に lei; ， ii垣間しな 
~ 、， 。 い。 

f

第二奪還則 第二章 5N!則

〈占用許可の基本方針)'

第五 沼川政地の占用は、第六に規定する占用主体がその事業又.ICi:活動に必要な第七第
(占問書F司の基本方針〉

}第五 j百川臨地の占周 I;;):，.第六!こ規定する占問主体がその事業又tel:活動に必要な第七第 
1 項に規定する占用施設についτ許苛申請し疋揚合で、第八から第十ーまでの基準に! 1 項に規定する占用施設について許可申請した揚合で、第八から第十ーまでの基準に

該当し、かつ、沼川部地の適正な利用に資すると認め.られるとき lご許司することがで 4 該当し、かつ、酒川敏I也の適正な利用に資すると認めらねるときに許可することがで

きるものと g-る。 きるものとまる。 

2 間頃の規定により占問の許可を行おうとする混合には、原則とレて、期限を定めて 2 前項の規定により占用の許司を宿おうとするj謁含l己12:、期限を定めて当該占用!こ!系・

当該占悶に係るj司川部地が在する市町柑〈特別区を富む。以下同じ。〉の意見を臆く るj百川翻1也が寄する市町制(!!寺別区を富む。以下同じ。〉の意見在蹄くちの・とする。

ものとする。 

3 回頃の掲合におい士、占用!こよる影密が広域に及ぶこと等により l必要があると認め 3 苗項の掲合におい之、占悶による影也 tJ広域に及ぶこと等により!~喪があると認め
る1詰合 lこは、同I頁の規定による意見聴取に併せ、期限を定的て他の関係市町溜又は閲 る揚合!こは、同項の規定lごよる意見聴取に例:位、。期限を定ぬて他の閤係市町柑又は関 
f系都道府県の意見を聴くものとする。 係都道府県の意見を聴〈ものと官る。 

';:j- l百川翻地の占悶 12: 、その地舗にお lづ:る主 i也利用の実態を勘案して公共性の高いもの 4 )百川部地の占同 i芯、その地域lこ碕lづ・る止地利用の実態を勘案して訟共性の高いもの
をKl先するものとする。また、公共性の高い事業のための占用の計画が確定し、当該 を優先するものとする。また、公共住12の高い事業の Ieめの占問の計画が確定し、当該
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訟む?と主共団除;苔がJID'川菅理者と協議し、決定した区域〈以下「包括占同区域」としけ が沼川管理者と協議し、決定した区i或(以下「包括占同区j:gU という。〉を刻設とす

う。〉を苅象とするものとする。 I るものとする。 

3 前項の揚合において、第十第 -I ]頁に規定する計画において保全すべきこととされて 13 前項の掲合において、第十語、1 頂に規定する計画において保全sfべさζととされて

いる jQf川政地につい七位、原則として包括占同区既として肱芯らない。 I いる沼川思地については、原則として包括占同区域としてはならない。 

(第十第1 頃に規定する計画等との調整う (第十第 1 頂に規定する計画等との調整〉

第十七 包出占悶区  ~買に規定する計画が定められてい 包括占同区域の具体的利用方法 e!:、第十第 1
jg~の具体的利用方法は、第十第-， 第十七 I 現に規定する計画が定められてい

る1君合にあっでは当該計画巴治ったものであるとともに、都市計画法第~I  8条の2箆・1  る場合にあっては当誌計画に沿ったものであるとともに、都市計画法第 "j 8条の 2第 1
 
1 直に規定する都市計画に闘する基本的な方針〈基本的な方針を定めていない市町紺 
1 項1こ規定する都市計画に閤 g-る基本的な方針〈基本的な方針を定めていない市町制
にあっては、議会の誼決を経で定められた当該市町柑の建設に関する基本構想、等〉ににあって隊、説会の読決を経て定められ1三当該市町柑の建設に閲する基本i随想等〉に

沿っ疋ものでなければならない。 沿ったちのでなければならないー

〈包1舌占悶区19~の施設設置蓄による利用〉 '(包括占用区域の施設設置者による利用〉

指十八 包括占同の許可。を受づ  1E:.地方公共団体等  第十八 包括占用の許司を受けた市町栂は、第六に淘定する蓄に、包活占用区域の全部l i誌、第六に規定する蓄に、包括占悶区 

:J:g~の全部又は一昔  項に規定する白占用施設に該当する施設の設置を目的とし 
[1を第七箆1 又は一部を第七第1 項巴規定する占用施設に該当する施設の設置を目的として使悶さ

て使用さぜることカ  せることができるものとする。tできるちの・とする。  

2 前項の規定に基づき、地方公共団体等が包括占用区援を使用することを認めた者〈以 2 前項の規定に基づき、市町柑が包括占同区域を使悶するIことを認めた者〈以下「施

下「随設設置者」という。〉に包括占用区域を使用さ忌る揚合!こ Ie):，当該地方公共団.' 設設置者」という。〉に包括占周区域を使用さぜるi君合に Ie):，当該市町柑 12、包活占
体等 l志、包括占同区域の使用に係る契約〈以下「使用契約」という。)を当該施設設 用区域の使用に慌る契約(以下「使用契約」というJ を当該施設設置者と締結，g-る

置者と締結するとともに、その内容を濁川管理者に報告しなければならない。 とともに、その内容を沼川管理者に報告しなけれ'ばならない。 

3 地方公共団係等I芯、使用契約を締結するとき lei:，包括占悶区域の使用の具体的内容 3 市町柑は、使用契約を締結するときは、包括占同区域の使間の具体的内容〈設置す

(設置する占用施設の概要を富む。〉、契約期間、施設の胤去に闘する事項ぞの他の 1 る占用施設の概要を富む。)、契約期間、施設の撤去に関する事項その他の必要事項

1必要答項を契約の悶容とするほか、次のき号に掲げる条件等をiすすものとする。 を契約の内容とするほか、次のききに掲げる条件等を借すものとする。
一 施設設置蓄による使用は契約の内容に従って適切 l己百うこと。 一 施設設置蓄による使用は契約の内容に従って適切に行うこと。

二 施設設芭者l芯地方公共団体等の指導監督|こ服すること。 二施設設置奮は市町穏の指導監督に服すること。

三 第二十第 -I :頂に規定する工作物の設置等の許司の状況によtって契約を変更し、又 三 第二十第 1 項に規定する工作物の設置等の許司の状況によって契約を変更し、又
は;探知。とすること。 は無劫とすること。

四 施設設置者による，使用が関係法令若しくは契約内容に違反 G、若しくは苦しく不 四 施設設置者にぷる使用が関係法令若しくは契約内容仁違反し、苦しくは苦しく不

適切である掲合又は沼川工事その他の公益上やむを得ない必要があ石場合には、加 適切である揚合又は沼川工事その他の公益土やむを得ない脳霊がある;陽台には、市

で公共団体等の意志表示により契約を解除できること。 町村の意志表示により契約を解除できる己と。

-
3
1


(包括占問の許司の EIヨ訪及び条例=等〉
第十九 包j活占用の~!F司E担詰 lこ当疋って let、第七第 1 頃に規定9・る占用施設に該当する
施設の設置による包括占同区域の利用を目的とsl"吾とともに、第十七!ご規定する都市}

計画に闘する基本的な方針等を申請書!こ添位するものとする。 
2 包I舌占用の許司をする1君合 lこは、第十三第 2項lご規定するぢののほか、第六から第

十ーまでの規定を十分!こ踏まえて具体的利用方法を決定しなければならないこと、施

設設置蓄に使用さぜるJ括合に lei:使用契約を締結レ、当該施設設置者を適切に抱等監督
することその他の脳要な条件を付するものとする。 

3 包括占悶の許可をしたJ語合には、当該包括占同区域及び許司の内容を適切な公示方 
j去により周知する=己のとする。

〈包括占用の許可の申請及び条件等〉

第十九 包括占周の許司申請に当疋つては、ι 第七錨t 現に規定する占同施設に該当する

施設の設置による包活占用区域の利用を目的とするとともに、第十七に規定する都市
計画に関する基本的な方針・等を申請書に添i討するものと"9・る。 

2 包括占用の許司をするJ君合には、第十三第 2頂に規定するご白ののほか、第六から第
十ーまでの規定を十分に踏まえて具体的利用方法を決定しな!ブれIばならないこと、随
設設置者に使用さIiる露合|ご Ie!:使用契約を締結し、当該施設設置替を適切に指辺監督
することその他の必要な条件を位するものとする。 

3 包括占問の許司をした揚含には、当該包括占同区域及び許可の内容を適切な訟示方

法により周知するものとする。
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【今後の委員会運営、審議内容について(案)】 
資料ー 7

委員会運営など全体事項 各河川の基本理念の検討
事前協議申請の諮問に対

する審議

『河川利用指針(ガイドラ

イン)の策定

その他、河川保全に関す

る意見提案

第 1 回委員会 0委場状交付 0各河川の現状説明① 

(H16.1 1.7) ，，"ヮーポイ 'AilM!!

実施済み

第 2回委員会 O河川管理者からの提示 0各河川の現状説明② 

(H16.12.15)
-河川 Il Jt b<! i #l. のあらまし 
·lt 平 t~~ 雪.ガイドラインにつ 

lJlJtb tlfjff ご F守 'It ての三官房 

.jg !l! ・@]1/£. 1t 1 1lJ. の 1軍 ':tl

実施済み いで .ｧ#!J;.t./l

第 3回委員会 0現地調査 

(H17. 1.1 9) 1軍必 Ulg，~!!!~

実施済み 必

第 4回委員会 

(H17.2.16)

実施済み

0望ましい河川とは①

公 E害事勿を却こした t#~

要 

応

じ
第 5回委員会 0望ましい河川とは② て 

(H17.6.24) 新たな案作から j言た t#i# 随

時

第 6回委員会 0望ましい河川とは③
提

案 
(H17.8 月よ旬) /I/< の好位からのまとめ

第 7回委員会 0各河川の基本理念の確 0審議方法の検討 ;ガイドライン{案)の 
(H17.9 月中旬) 認 方式・彩王訂ごついて :検討 

.~JU I-の品書式など
'・審査項目検討

第 8回委員会 

(H17.10 月下旬)

0各河川の基本理念の原 
案 

0審議方法の検討

i1HPlte 
トャース λ9 ディで検討 

l 
l

第 9回委員会 0個別案件の審議 

(H17.12月上旬) I§ JN東洋 i1 m 

1軍 'JtbPlJe

第 10回委員会 0個別案件の審議 

(H18.1 月中旬) .~JU'H旬の ¥IN 

j:jttfMt?

第 11 回委員会 0意見書答申 lガイドフインの公表 I: 
(H18.2 月下旬)

，-ーーーーーーーーーーー
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傍聴要領(改訂案)

河川利用委員会(琵琶湖河川事務所)

委員会を傍聴される方は、次の事項を道守してください。 

1 傍聴する場合の手続

(1)委員会の傍聴を希望される方は、はがき、	 FAX 、電話及び委員会ホーム

ページ、 (http://biwako.kasen-hozen.jp/) 等で 3 目前までに申し込みくだ

さい。 

(2)	 受付確認の連絡は、委員会開催前日までに申し込み時の連絡先にさせてい

ただきます。 

(3) 傍聴希望者が定員を超えた場合には、先着順とします。 

(4)	 団体等多人数で傍聴を申し込まれた場合、団体の傍聴人数を制限する場合

があります。 

(5)	 傍聴の許可を受けた方は、係員の指示に従って、委員会の会場へ入場し、

所定の場所に着席ください。 

2 傍聴に関する遵守事項

委員会の傍聴に関しては議長の指示に従い、審議の妨げにならないようお

願いします。 

3 傍聴者の発言について

議長が必要と認めた時は傍聴者発言の機会を設けます。 

4 その他

上記以外に関することは、議長の判断とします。


